





















て「私立哲学館大学学則」に変更された。第一条で「本校は高等なる哲学、文学等を教授する所とす」と規定し、第二条以下で新しい学制を定めている。大学部は第一科、第二科および別科からなり修業年限は五年、専門部は教育第一科、第二科、哲 第一科、第二科および別科からなり三年、また予科が一年と定められている。このうち第一科では哲学・宗教関係、第二科では国語・漢文関係の教育を行うことになっているが、第二科においても哲学や倫理などの 目が設けられていて、哲学による精神教育の重視と う創立以来の方針を堅持している。また、別科というのは、中学校や師範学校など 学歴を持たない人のために、本科とは別の教育課程として設けられたものである。
明治三十七年三月二十五日に哲学館同窓大会が開催された。哲学館の講堂には井上円了



























































が、各町村単位の地方組織はそれぞれの自治によって独立して運営され、哲学堂が本山とはいうものの、それら 統轄はしないという方針であ た。ただし、組織どうしの横のつながりを確保するために、雑誌を発行する。また、会場はすでに全国的組織網をもつ「寺院」の活用 考えてい 。
明治三十六年九月に趣意書が発表され、翌年一月に井上円了は大学資金募集と修身教会











に大幅な減少がみられる。三十七年に哲学館大学となって一時増加した。しかし、その後はふたたび減少 転じ い 在学生数 減少には、この間の日露戦争の影響は少なくなかったはずであるが、哲学館事件によって教員無試験検定の特典を失ったことや、事件をめぐって後 生じた内部の問題が災していた は明らかである。
すでに記したように、哲学館事件の前年、すなわち三十五年
の時点では、哲学館は今後大学となって飛躍的発展が期待される学校の一つに挙げられていた。しかし、哲学館事件という不透明な政治的、思想的、社会的事件の渦中に立たされたこ によって、そ 発展計画は挫折を余儀なくされたのである。












がり、夏頃には半日仕事をすれば半日の休息が必要であり、また夜になると大変疲れを覚えるというような状態となっていた。そこで、 哲学館の初期の目的であった「哲学の普及」はほぼ達成されたと考えた彼は、以後は学校を解散して講習会組織に変更するという計画を立てた。しかし、これを数人に相談してみたところ、賛成するものはいなかった。すでに哲学館大学は組織として動きはじめており、彼個人 意志で左右 きる時代は終わりに近づいていたのである。
特典の喪失が学生数の減少の大きな原因で あったが、井上円了は哲学館事件後に立て













主義という新しい方針を捨てて 特典の再申請を行 こと。第二は、彼自身が学校経営から身を引くこと。 かし、彼は自ら定めた方針を変更する はでき かったので、哲学館のためには第二の方法を取るしかな ことを この時点で覚悟していたものと思われる。
そして、その前に、彼は幼稚園から大学までの一貫教育システムをつくることを考えて
いた。明治三十二年に京北中学校 設立したのはその一環であるし、三十五年に 「幼稚園論」で小学校就学前の幼児教育の重要性を訴えていた。大学と中学校ができたあとは幼稚園と小学校の設立によって、こ 教育事業は完成する。
彼はまず幼稚園の設立に着手、明治三十八年五月三日に自ら園長となって京北幼稚園を
開設した。この直後、再び疲労 襲われるようにな 医師から 「神経衰弱症」 と聞くと、改
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Ⅲ　井上円了の教育理念







































行われたが、そこでは哲学の普及あるいは教育勅語の普及とともに哲学館の資金募集という目的もあった。退隠後の明治三十九年から大正八年に逝去するまで続けられた巡講は、国民道徳の向上の めであった。一月に辞職してから、その理由とされてい 健康状態は回復に向かい、四月 神奈川県、京都府の巡講を皮切りに 修身教会の拡張と充実を目指して活動を開始した。井上円了は、建学の精神を引き継ぐ人 学校教育は委ねたので、再び一教育者とい 原点に立ち、かねてから重視していた社会教育活動 専念して、民衆の中へと入っていった。
井上円了は福沢諭吉を引き合いに出して、 「余は世間の学者を貴族的と称し、余自身をば

























った。国鉄の幹線はようやく通じていたが、幹線をはずれると軽便鉄道、馬車鉄道、あるいはトロッコに身をまかせ、さらには船や馬に乗って行かなければならなかった。例えば東京から宮崎県都城まで行くのに、汽車、川舟、馬車と乗り継いで、五日間も かったと記録されている また、そのような旅では夜明け前に出発しなければならないことや、船が欠航して二日間も島に足止めされるようなこともあった。また、地方では宿泊施設も整っていなかったので、巡講先 宿屋がない場合には 小学校や役場の宿直室に泊まったという。
巡講中の井上円了は、汽車は三等で、弁当は握り飯と決めていたし、服装からカバンや



















































五年歩くと、日本全国津々浦々 残りなく歩き尽くすことになるから、そのときは全国漫遊完了祝賀会 いうようなことでもやってもらおうかと思っている。そのときまで お祝いはお預けだ」と答えたという。最終的には全国巡講を完了することはできなかったが、死の間際まで講演を続け、そ 身を社会教育 捧げ尽くしたことは、彼にとって本望だったのではないだろうか。
彼は生前に遺書を作成していた。この中で「哲学堂は国家社会の恩に報ずるために経営





















向けず、またそうした力に頼ることも く 民間の一教育者として生涯を終えた。一般民衆の力に支えられて、まったく無資本の ころから哲学館を起こし、幾多の困難を切り抜けて教育事業を発展させた その過程において、彼が教育に期待したものは何であったのだろうか。
当時の日本の民衆は島国的で西洋や世界のことを知らず、迷信にとりつかれるなど、そ





































いう理論的学問を学んだ人にとっては、職業選択の幅が限定されていた。彼は哲学を社会で直接応用できる職業とし 教育家と宗教家を考えた。特に教育家には、日本の中等教育を振興・発展させるため、また哲学館の精神を普及させるため 、地方 学校 設立すること 望んでいた。
社会が発展するにつれて職業選択の幅は広がり、哲学館事件以後は卒業生が哲学を応用





















たる自由開発主義に相もとれるゆえ、老齢に加鞭して再びその任 当たるも、到底諸君の希望にそうあたわざるは必然な ば、先年隠退当時決心せしごとく、普通一般の通俗教育に一身を捧げ、当初の志望 後世他 人によりて遂行を期するよりほかなし」
井上円了は、いずれ時代が変わったそのとき、哲学館創立以来の方針である自由開発主
義の教育が実現されることを期待し、すべてを未来に託した である。
